
「くにたち農園の会について」
NPO法⼈くにたち農園の会は、国⽴市の「農業、農地を活かしたまちづくり事業」のなかで市⺠が農とふれあ

える活動を推進する市⺠団体としてスタートしました。2013年にコミュニティ農園「くにたち はたけんぼ」を開
園、活動が広がり2016年にNPO法⼈となりました。現在では「くにたち はたけんぼ」を筆頭に、「⼦育て古⺠家
つちのこや」「ゲストハウス ここたまや」「認定こども園富⼠⾒台団地 ⾵の⼦」「レンタルスペース 畑の家」と
5つの事業所をもち、農園事業、⼦育て事業の2本柱のもと10の活動を展開しています。

<農園事業>
農体験事業
稲作・畑体験

2022年度は、新たな⽔⽥圃場を援農利⽤させてい
ただきました。「親⼦⽥んぼ体験」の受⼊⼈数増加
による事業の拡⼤としても、とても有難いことです
が、それ以上に地域の農家の⽅からある⼀定の信頼
を得られたことに⼤きな意味があると思います。毎
年継続して、⾝体を動かし耕作してきたことで認め
られてきたことは⾮常に⼤きく、その点でも活動を
広げていく⼟台が⼀つ⼀つ出来上がってきていると
感じています。今後、いまいる多様な⼈材を活⽤
し、地域における耕作していない圃場も新たに引き
受ける気持ちで活動していきたいと思います。
(武藤芳暉）

[活動記録、活動実績] 

<親⼦⽥んぼ体験>
のべ参加者: 1948名
6⽉/⽥植え 計 419 名
7⽉/草取り 計 197名
9-10⽉ /稲刈り 計 207名
11⽉ /収穫祭 計 317名

12⽉/注連縄作 計349名

<⼤⼈の⽥んぼ倶部>
会員数:30名
のべ参加者: 235名

6⽉/⽥植え 計18名
6-7⽉/草取り計15名
9 ⽉/稲刈り 計70名
11⽉/ 収穫祭 計85名

<外部協⼒プログラム>
⼩⻨体験 計377名

⽥植えを待つ苗が勢揃い

⼤きくなった⺟屋で語らう

くにたちどろまみれ2022

NPO法⼈ くにたち農園の会
2022 活動報告書

発⾏：2023年5⽉

ご挨拶
私たちの活動のはじまりである「くにたち はた

けんぼ」を2013年に設⽴してから丸10年が過ぎま
した。2022年は次の10年に向けて、NPOとしての
⽅向性を再確認する年となったように思います。

理事を中⼼に農園の会がどのようなチームである
べきなのかについて話し合い、理想の未来像である

ビジョン「⼟に根差し 共に育つ、
たくましい地域を次世代へ」

それを実現させるための
ミッション「耕そう！遊ぼう！つかみ獲ろう！

東京の⽥畑で育つ⽣きる⼒」

という２つの⾏動指針を策定しました。
これからも⽬指す未来に向けて、多様な⼈々と多様
な事業を組み合わせて果敢に取り組んで参ります。
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<農園事業>
畑の家・みんな畑

2022年度の「畑の家」事業は、畑の家利⽤者との
共催によって、多くの「⾐」「⾷」にまつわる「⼿
しごと」イベントを開催することが出来ました。そ
れぞれのイベントに多くの⽅が出⼊りするようにな
り、その⼀つ⼀つでコミュニティが出来てきている
のを感じております。レンタルスペース運営として
も、安定的に利⽤してくださる⽅が増え、少しずつ
安定感がでてきたと感じます。また、みんな畑も堆
肥舎の設置や⽵藪の開墾もあり、より明るい場に
なってきています。⼀⽅で、少し分かりづらい場所
にあることに加えて、活動の広報など⾜りていない
側⾯もあるため、より地域の⽅が気軽に畑の家・み
んな畑に⾜を運べる機会を増やして魅⼒を発信して
いきたいと思います。（武藤芳暉）

[活動記録、活動実績] 
利⽤者：265名
稼働⽇数：29⽇

4/23 野草酵素づくり
4/29 季節の⼿しごと

倶楽部「筍料理」
5/14 藍染体験
6/18 梅酵素づくり
8/22うどん打ち体験
8/27 泥藍づくり講座

（全3回）
9/28 スパイスソルトWS
10/15 秋酵素づくり
12/22 燻製オープンデイ
2/23 ビリヤニづくりWS
2/27 季節の⼿しごと

倶楽部「味噌づくり」
3/26 ⼤⼈の桜染め

藍染め＆桜染め

みんな畑で農作業

<観光事業>
ゲストハウス
ここたまや
学⽣団体「たまこまち」と連携したゲストハウス

「ここたまや」はコロナ禍でも順調でした。
外国籍の利⽤者は低調な⼀⽅、⻑期滞在者が増えた
のが特徴です。1⽉には東洋⼤との留学⽣プログラム
が復活、海外からの利⽤者が増えていく兆しがみら
れました。今後、本⽥本家が修復し⾕保天満宮を中
⼼とした⾕保地域の観光的な注⽬度もあがることが
予想されます。国⽴市の観光まちづくり協会などと
も協⼒し引き続き農的体験を活かした観光事業にと
りくみます。「たまこまち」も5代⽬代表が就任し、
代替わりしながらもゲストハウス運営のノウハウが
少しずつ蓄積されてきているのを感じます。
（⼩野淳）

[活動記録、活動実績] 
宿泊⽇数：148⽇
宿泊者：145名
(うち外国籍４名)
延べ宿泊⽇数：248⽇

昨年度よりも⺠泊として
の実績は少ないもののア
パートとして⻑期滞在し
ている住⺠が3名いて園
の会事業にも関わってい
るので実質的な稼働規模
は広がりました。また
「ここたまや」103号室
を使って撮影された映画
「PLAN75」がカンヌ国
際映画祭でカメラドール
賞を受賞し話題になるな
ど嬉しいニュースもあり
ました。

ここたまやに勢揃い

↑⼀橋祭で発表 ↓留学⽣プログラム

<⼦育て事業>
認定こども園国⽴富⼠⾒台団地
⾵の⼦
幼稚園と保育園の機能を併せ持ち、⽣活リズムの
異なる⼦どもたちが時間を共にするこども園。
その中でよりよい幼児期を過ごせるよう、“こども
園としての保育”を開園から3年、模索し続けてき
ました。と同時に、コロナとの折合いも求められ
る3年間でもありました。3年⽬の2022年、ようや
く感染対策を緩和し、⾵の⼦らしい、⼦どもも⼤
⼈も密に関わり合う保育を⾏えるようになってき
たと感じます。お昼のパーテーションも外れ、調
理保育の再開、電⾞遠⾜、焼き芋や秋祭り等の地
域の⽅との交流、保護者主催の原っぱ計画、念願
のお餅つき。マスクを外し皆でほっぺたを寄せ
合って、⼦どもも⼤⼈も思いっきり遊べる園を引
き続き⽬指します。（⼩野宏⼦）

[活動記録、活動実績]
園児35名/職員22名

4⽉ ⼊園式 親⼦遠⾜
5⽉ バス遠⾜
6⽉ ⽇曜参観 泥まみれ
7⽉ お泊り保育
8⽉ 夏季保育
9⽉ 秋祭り
10⽉運動会 ⿊鐘遠⾜
11⽉焼き芋

新⽶を⾷べる会
12⽉お楽しみ会
1⽉ 餅つき
2⽉ レストランやさん
3⽉ 原っぱ計画 卒園式
他 誕⽣会や季節⾏事等
(2歳児親⼦むけ
⾵の⼦広場/園庭開放
30回開催のべ279⼈参加）

調理
保育

⿊鐘
遠⾜

お餅
つき



<⼦育て事業>
国⽴市地域⼦育て⽀援拠点事業
つちのこひろば
地域の⼦育てひろばとして2018年にスタートし、早
くも5年が経ちました。コロナ禍の名残を受けながら
も、どなたにも安⼼して楽しく利⽤頂ける場を⽬指
し、試⾏錯誤しながら活動してきました。
具体的には、つちのこやを拠点とした室内遊びと公
園など地域へ出張しての外遊び、また予約制の時間
とふらっと⽴ち寄れて⾃由に出⼊りのできる時間な
ど、どちらかに偏りすぎることのないよう⼼がけま
した。コロナ禍で⽣まれ育った⼦たちは、繋がりに
特に飢えているように感じます。
そんな中、ひろばの講師をはじめとした地域の⽅々
の存在が⼼強く、利⽤者さんも含め、本当に皆様の
おかげで⽇々の活動が成り⽴っていると強く感じる
⼀年でありました。（加藤彩加）

[活動記録、活動実績] 
利⽤者数(累計)5027名
上半期:2310名
下半期:2717名
=あそびの講座(⽔曜⽇)
わらべうた、絵本の読み
聞かせ、⾳楽・表現あそ
びなど。
=まなびの講座(⼟曜⽇)
タッチケアや⾷育、⻭育
て講座など。
=出張ひろば（⽕曜⽇）
地域の公園にスタッフが
出張し、外あそびを実施
=その他
畑びより、ママ部活、
地域探訪おさんぽ企画、
ゆる防災、リサイクルバ
ザー等実施

みんな畑にて

和室で遊ぶ

<⼦育て事業>
放課後クラブ
ニコニコ
放課後クラブニコニコは2022年で8年⽬。放課後の
はたけんぼに⼦どもたちを迎えることも⽇常にな
り、畑やクラフトのプログラム、「やってもやらな
くても良い」スタイルもすっかり定着。毎年同じ種
蒔きや除草、収穫の作業。それでも畑の仕事はどれ
も1年に１回で、気候などの環境条件や植物の状態
が同じことは⼀度もありません。⼦どもたちはそん
な畑で当たり前のように遊ぶ中、野菜や⾍やお天気
と友達の⼒で、⾃然と学び成⻑していると感じま
す。また本年は、初めての希望個⼈⾯談と数年ぶり
の家族懇親会(畑でピザ会)を⾏いました。コロナ禍
で交流が減る中、⼦どもを真ん中に、⼤⼈同⼠で直
接話すことの⼤切さを改めて実感しました。
(村井⾥⼦)

[活動記録、活動実績] 
参加者: 1999名
実施: 179回

=⽥んぼ（種蒔き/⽥植え
/収穫/竈⾨新⽶ごはん）
=綿と藍（種蒔き/収穫/
藍の⽣葉染め/綿紡ぎ/
機織り)
=その他野菜栽培
=焚き調理（炊飯/
味噌汁/お⽉⾒団⼦/バー
ムクーヘン/うどん/味噌
/ブラウニーなど）
=クラフト(焼き板/彫刻/
⽵箸作り/でっかい凧を
作ってみる/炭焼き)
=他(ジャグリング/ハロ
ウィンコスプレ) 家族懇親会(畑でピザ焼き)

⽥んぼで⽥植え

わらべうた

<⼦育て事業>
森のようちえん
⾕保のそらっこ
「空の下であそぼう」が合⾔葉！多くの親⼦、⼦
どもたちと活動ができました。突然現れたはたけん
ぼの⼩屋。⼤⼯さんの協⼒で、そらっこの⼦どもた
ちが設計・制作を⾏い、遊びの中で現在も進化中で
す。⼦どもたちのアイディアを形にする貴重な体験
となりました。はたけんぼの⾃然の中、かけがえの
ない親⼦時間や⼦ども時代を過ごし、⾃然の中の不
思議、発⾒、⾃然科学の学びを通して、知的好奇⼼
の種をまく、そんなひろばでありたいと思います。
今後もそらっこらしい温かな⼦育ての輪を広げ、⼦
どもたちの五感を耕し、たくましく⽣きていく根っ
こを育て、⼀⼈ひとりが夢中になることを⾒つけて
⽬を輝せる瞬間を共にしたいと思います。
（荒⽊友梨）

[活動記録、活動実績] 

年間75回開催
延べ2100⼈参加

<はっぱひろば
＆にじっこひろば>

キャンプ/⽥んぼの1年/
よもぎ団⼦/⾊⽔/寒天/
絵具/粉/遠⾜/⽊⼯/陶芸
/氷/キャンドル/ソルト
アート/光/磁⽯/⽕起こ
し/染め物 など

<もくもくひろば>
丸太からまな板作り/⼭
北養⿂場⾒学とヤマメ摑
み取り/はたけんぼでヤ
マメ摑み取り/秋祭り/餅
つき

↑空に絵を描く ↓空でお⾷事



<⼦育て事業>
フリースペース
はたけんぼ

2022年度で開所２年⽬となりました。国⽴市内外
約50名の⼦どもたちが登録をしています。決まった
カリキュラムはなく、リフレッシュしたい時、学校
に気が向かない時、広い空の下で⼼の充電をしに、
いつでも誰でもどうぞの居場所です。⼦どもたちの
「やってみたい！」の気持ちを⼤切に、様々な体験
を通して学び続けています。幅広い年齢層で過ごす
中、⼦どもたち同⼠の絆が深まった1年。⼤きい⼦に
憧れ、⼩さい⼦のお世話をし、喜ぶことを形にする
姿が多く⾒られました。来年度はスタッフを拡充、
各⼈の経験やアイデアを活かしてさらなる発展を⽬
指します。応援して下さる皆さまに感謝し、よりよ
い活動を続けていきたいと思います。（荒⽊友梨）

[活動記録、活動実績] 
年間87回開催
延べ754⼈参加

=思い思いに：
⽊⼯、⽕起こし、昼⾷
作り、烏⾻鶏のお世
話、⾍探し、⾃分が集
中したいことに集中す
る時間 などなど！

=みんなで協⼒して：
ハロウィンパーティー
秋祭りの企画と準備
クリスマスパーティー
お楽しみ会 他

=未就園児との交流やイ
ベントのお⼿伝いも。

屋根登り

↑⽊での遊具作り

〈概要〉
特定⾮営利活動法⼈ くにたち農園の会
〒 186-0011 東京都国⽴市⾕保 5119(やぼろじ内) 
電話 042-505-7200
2016 年 12 ⽉ 2 ⽇ ⾮営利活動法⼈内閣府認証取得
2016 年 12 ⽉ 15 ⽇ 設⽴ (登記完了)
〈役員〉
理事⻑ ⼩野淳、 副理事⻑ 佐藤有⾥/武藤芳暉
理事 5名、 監事 1名
〈事業所〉
○コミュニティ農園「くにたち はたけんぼ」
○⽥畑とつながる⼦育て古⺠家「つちのこや」
○ゲストハウス「ここたまや」
○認定こども園「国⽴富⼠⾒台団地 ⾵の⼦」
○畑つきレンタルスペース「畑の家」
〈ホームページ〉
https://hatakenbo.org

<⼦育て事業>
旅するがっこう
はたけんぼを⾶び出して、様々な場所で“旅するヒミ
ツ基地”を作りました。
=夏(５泊6⽇):北海道栗⼭町コカコーラ環境ハウス、

いぶり⾃然学校(カヌー・SUP)
=秋(1泊２⽇):相模湖みの⽯滝キャンプ場(カヌー)
=冬(５泊６⽇):北海道札幌市保養センター、

いぶり⾃然学校(スキー・雪遊び)
=⽇帰り:⻑沼公園散策、⽇和⽥⼭登⼭、洞窟探検、

川遊び、スキー教室、⾃転⾞の旅
メインはやっぱり北海道！⻑期間を共に過ごし、⼤
家族のような関係性を築くことができました。⾃然
の中で遊ぶことが、知らない内に森の環境を整えて
いるのだと教わり、次回は「森の⼿⼊れに⾏ってき
ます！」とカッコよく出発すると約束。次の旅へ⼼
を弾ませています。（荒⽊友梨）

[活動記録、活動実績]
参加者 延べ80⼈

＜夏＞
北海道イコロの森
〜カヌー＆森作り

(5泊6⽇)
⻑沼公園散策
多摩川洞窟探検

＜秋＞
相模湖カヌーキャンプ

(1泊2⽇)
豪快！落ち葉あそび

＜冬＞
北海道イコロの森
〜スキー＆森作り

(6泊7⽇) わらべうた

↑キャンプで⼣⾷ ↓北海道

SPECIAL THANKS to :                                                  (順不同敬称略)
LOHAY suwa 横⽥亜紗⼦ ⽥中容⼦ 瀬上幸⼦ 松元彩佳 ⾼沼陸⼈ ⽥中友統
池崎オサム 岸本良樹 冨⼭⼣可⾥ 岩井智史 ⾸藤なずな 村⽥憲郎 池⽥剛彦
佐野⿇⼦ ⼩野淳 ⽻原寛⼦ ⼩野円 太⽥真帆 蔵⽥⼀美 加藤恵⼦ 菅井まゆみ
是川⼣ ⽊村淳⼆ ⽯井⾝江⼦ 笹泰⼦ 中⼭昭⼦ 佐藤有⾥ 早川紗枝 ⼩林未央
庄司奈美 中⼭隆志 武藤芳暉 野島美佳 ⽴⽯智⼦ 村井祥平 村井⾥⼦ 森⽥慧
河野真太郎 ⽻⽴由卯花 ⻄脇さやか 緑川まゆ 松尾祐⼦ 北⾥圭司 ⼩野宏⼦
⽥中えり⼦ ⽥中沙織 ⾼橋真奈 橋⽴真美 平島素⼦ ⼩川純⼦ 那波ゆず
川⼝さやか 新井⼸⼦ 村⽥和歌⼦ 菅原由美 秦ナラ ⽴⽯裕⼰ 吉川友紀
加藤彩加 松浦えりか ⾦井⼤治 荒⽊友梨 井⿓あい⼦ 佐藤アミ 武⽥陽⼦
⻑岡有希⼦ 松本卓也 ⼭⽥⾥⼦ 吉⽥有沙 佐藤誠⼆ ⼤迫典⼦ 横沢玲⾐
⼩出由美 松原貴美⼦ 松橋卓司 松橋若枝 松橋泰 松橋初⾺ 横⽥拓也
指⽥美⽉ ⾺渕愛 太⽥洋⾏ 杉本茂樹 原島則夫 望⽉さちこ ⽯川健 野原勇
⼤東真⼸ 井原順⼦ ⽯井明⽇⾹ 中村洋介 ⼭下洋⼦ 村治本⼦ 武藤千恵⼦
⼭出玲⼦ ⼤塚郁 中込満 杉⼭⽂⼦ ⿊⼦佳之 為井淳⼀ 武藤あかね 関野吉春
賀曽利尚裕 ⼤庭まゆみ 古⾕野苑⼦ 安井恵⼦ 坂東正朗 ⼤久保樹 ⾼橋千春
武藤彰 佐伯有⾹ 前川友⼦ 榎⼾義明 佐藤留美 ⼗⻲修介 ⽥中友統 ⼤⾕俊樹
本多航 ⾼野宏 川村佳男 松川久実 三澤拓也 髙瀬健男 五⼗嵐由紀 安保翔太
酒井舞⼦ 追⾕優希 ⽇下⽵彦 坂根千⾥ 瀬﨑章吾 ⼩野勲 吉⽥雄⼈ 平⽥未緒
中野島いっさ 徳江順⼀郎 菅野潤 吉野卓 T.S ⼤⽯さやか 七種奈穂⼦
岡崎浩樹 髙瀬真理⼦ 岩瀬美帆 ⻑治孝明 佐藤素花 多⽥佳⼦ 細川敬⼀朗
⿑藤亜紀⼦ ⻑島葉⼦ 武藤悠⾥ 村上悠紀 宮川美緒 中込由美⼦ 内川美菜実
⽯⽥敦⼦ (株)メトロール 富⼠⾒台さくら会 タエアカデミー
⼀般社団法⼈眞⼭舎 WAKUWORKS(株) コーラスグループ⽊の実
SPEAC, inc (株)エマリコくにたち ⼤樹おやじの会 満建築⼯房(株)
セカイムラ東京畑カツ部 (株)働きかた研究所 ニッポー設備(株)

↓⽊⼯中
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